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　　　　　　運用仕様
　
型番

BSデジタル放送トランスモジュレーション運用仕様
BSデジタル放送トランスモジュレーション運用仕様（不正使用防止機能詳細仕様）
BSデジタル放送トランスモジュレーション運用仕様（ダウンロード機能運用仕様）
東経110度CSデジタル放送トランスモジュレーション運用仕様

SPEC-005

SPEC-004

SPEC-010
SPEC-011-01

SPEC-003 SPEC-007

簡易STBに関する実装仕様SPEC-016デジタル放送リマックス運用仕様（自主放送）

SPEC-007

デジタル放送リマックス運用仕様（i-HITS）

JC-HITSトランスモジュレーション運用仕様
地上デジタルテレビジョン放送 トランスモジュレーション運用仕様
デジタル放送双方向運用仕様
デジタルケーブルテレビ双方向運用仕様（保守運用・PPV・WEB）
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